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我々は、THz波を使った高速無線通信の送受信モジュール開発を目的に、周期的分

極反転ニオブ酸リチウム（PPLN）でより効率的に THz波発生を行えるよう研究を行

っている。前回我々は、リッジ形状の PPLNデバイス（幅 20 m、高さ 300 m、長さ

~40 mm）を作製し、これまでより高効率な THz波発生を確認した[1]。ただし、前回

の PPLN の分極反転構造は図 1(a)の様に、励起光に対して周期構造は平行であった。

これは横方向に発生する THz波に対し、厳密には位相整合条件を満たしていない。 

そこで今回我々は、THz波の発生効率をさらに向上させるため、位相整合条件を満

たすリッジ形状 PPLNデバイス（幅 20 m、高さ 300 m、長さ~40 mm）を作製した。

図 1(b)は今回作成した PPLN の分極反転構造の図である。分極反転構造の傾斜角は

~23°、ピッチは~35.4 mである。このデバイスをフェムト秒パルス（中心波長 1035 

nm、パルス幅 120 fs、繰返し 30 MHz）で励起し、THz波の発生を確認した。図 1(c)

の赤丸は、発生した THz波の出力特性、黒四角は前回の結果である。予想に反し、発

生した THz波の信号強度は、前回のデバイスよりも高くなかった。詳細は発表に譲る。 
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Figs. 1: Periodical poled structure of the previous PPLN device (a) and the slant-stripe-type PPLN (b). (c) 

Output signals of this paper (red-circles) and previous result (black-squares) as a function of pump power. 
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